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町の人口
（47年2月禾現在）
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の
び
呑
舗
装
道

進
　
む
　
開
　
発

昭
和
四
十
六
年
度
事
業
は
、
足
元
道

路
の
舗
装
、
教
育
施
設
の
整
備
、
生
活

環
境
施
設
の
整
備
を
目
棟
と
し
て
事
業

を
実
施
し
て
来
ま
し
た
。

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

机
小
学
校
騒
音
防
止
対
策
事
業

工
事
費
　
八
九
、
六
三
〇
、
〇
〇
〇
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

ｑ
　
【
写
真
・
完
成
し
た
机
小
学
校
々
舎
】

吉
田
地
区
改
良
住
宅
建
設
事
業

工
事
費
　
二
四
六
、
二
三
二
、
〇
〇
〇
円

簡
易
耐
火
一
二
四
戸

ｑ
　
【
写
真
・
完
成
し
た
五
階
建
住
宅
】

水
巻
中
学
校
騒
音
防
止
対
策
事
業

工
事
費
　
二
七
五
、
八
一
九
、
七
四
七
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四
階
建

【
写
真
・
完
成
し
た
マ
ン
モ
ス
校
舎
】

昭和45年度決算状況

防音校舎・改良住宅を継続

道路の舗装延長をのばす

の
鮎
錮
溌
㌦
和
墓

教
育
施
設
の
充
実
の
た
め
、
机
小
学

校
、
猪
熊
小
学
校
、
水
巻
中
学
校
の
防

音
校
舎
の
建
設
。
吉
田
地
区
に
改
良
住

宅
一
二
〇
戸
の
建
設
、
産
業
と
生
活
の

た
め
の
道
路
の
整
備
に
努
め
ま
し
た
。

ｌ
般
会
計

決
算
額
は
歳
入
1
1
億
6
百
9

8
万
円
歳

出
ュ0
億
2
千
2
百
5
2
万
円
で
差
引
き
8

千
4
百
4
5
万
円
の
黒
字
決
算
に
な
り
ま

し
た
。

特
別
会
計

特
別
会
計
は
歳
入
8
千
7
百
9
6
万
円

歳
出
7
千
3
百
7
6
万
円
で
差
引
き
1
千

4
百
ュ
9
万
円
の
残
に
な
り
ま
し
た
。

㊥
国
民
健
康
保
険
事
業

1
千
9
百
6
1
世
帯
、
5
千
4
百
5
2
人

が
加
入
し
て
い
ま
す
。
世
帯
分
離
や
町

外
転
出
、
社
会
保
険
へ
の
移
行
等
に
よ

っ
て
、
前
年
度
よ
り
3
0
世
帯
、
加
入
者

は
6
9
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

加
入
者
1
人
当
り
の
保
険
税
は
3
千

4
百
円
で
前
年
度
よ
り
4
3
円
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。

㊥
濃
業
共
済
事
業

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
7
8
万
円
が

あ
り
単
年
度
収
支
は
6

8
万
5
千
円
の
赤

字
で
す
。

．
、
・
．
．
．
こ
　
　
、
1
・
ｌ
・
し
・
Ｌ
＿
一
ｔ
轟
■
Ｕ
Ｉ
Ｉ
’
暮
▼

㊥
生
活
資
金
融
資
事
業

利
用
者
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
予

算
に
対
す
る
執
行
額
は
2
0
バ
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

監
査
委
員
は
本
事
業
を
廃
止
す
べ
き

時
期
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
お
り
ま

す
。

ガ
ス
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
も
1
ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
で
、

大
き
な
事
故
を
起
こ
し
ま
す
。

次
の
こ
と
を
よ
く
守
り
、
安
全
な
使

用
を
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
屋
外
に
置
き
ま

し
ょ
う
。

2
0
毎
以
上
の
大
き
な
ボ
ン
ベ
を
置

い
て
い
る
家
庭
は
、
転
倒
し
な
い
よ

う
に
チ
エ
ン
、
ロ
ー
プ
等
で
壁
に
固

定
し
て
下
さ
い
。

二
、
コ
ン
ロ
の
コ
ッ
ク
、
壁
ぎ
わ
の
元

栓
を
完
全
に
締
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
使
用
し
て
い
な
い
コ
ッ
ク
に
は
、

必
ず
盲
キ
ャ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ
ま
し
ょ

う
。

四
、
古
い
ゴ
ム
管
は
販
売
店
に
相
談
し

て
新
し
い
も
の
と
取
り
替
え
ま
し
ょ

う
。

五
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
は
、
必
ず
ホ
ー
ス
バ

ン
ド
で
締
め
付
け
て
、
は
づ
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

六
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
使
う
前
に
は
、

ガ
ス
洩
れ
し
て
な
い
か
臭
い
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

猪
熊
小
学
校
騒
音
防
止
対
策
事
業

（
第
一
期
工
事
完
了
）

工
事
費
　
四
一
、
六
〇
五
、
九
六
〇
円

ｑ
　
鉄
筋
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建

町
道
吉
田
・
立
屋
敷
線

（
過
疎
対
策
整
備
事
業
）

工
事
費
　
八
、
七
三
三
、
〇
〇
〇
円

巾
貞
　
四
則
延
長
八
六
〇
椚

ｑ

町
道
頃
末
・
楢
口
線

（
過
疎
対
策
整
備
事
業
）

工
事
費
　
八
、
七
五
一
、
〇
〇
〇
円

巾
風
　
三
～
七
・
五
研
延
長
六
八
〇

間

．
ｑ

臣町
道
猪
熊
町
住
一
号
線

（
県
振
興
基
金
事
業
）

工
事
費
一
、
八
六
〇
、
〇
〇
〇
円

巾
貞
　
五
桝
延
長
〓
ハ
○
∽

町
道
伊
佐
座
・
二
塚
線

（
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
）

工
事
費
一
五
、
六
四
九
、
〇
〇
〇
円

巾
且
　
七
～
九
刑
延
長
四
七
八
、
六

鯛

ｑ

＼一．町
道
伊
佐
座
・
吉
田
線

（
産
炭
地
域
開
発
就
労
事
業
）

工
事
費
　
三
、
八
〇
七
、
七
〇
〇
円

巾
員
　
十
二
桝
延
長
一
、
三
一
二
九
椚

（
一
部
）
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水巻町総合開発計画軸吋

一
、
計

1
　
日
的
、
姿
勢
、

意
　
義

今
日
ま
で
の
水
巻
町
は
、
日
庚
の
影

響
を
大
き
く
う
け
な
か
ら
町
を
形
成
し

て
き
た
。
最
終
的
な
閉
山
を
契
機
に
そ

の
影
響
の
も
と
に
あ
っ
た
諸
問
題
は

い
っ
き
ょ
に
表
面
に
う
か
び
で
て
き

た
。
放
直
さ
れ
て
き
た
生
活
環
境
か
ら

直
接
に
は
労
働
力
の
流
出
問
題
ま
で
、

い
ず
れ
も
閉
山
に
と
も
な
う
問
題
が
そ

う
で
あ
る
。

一
方
、
最
近
の
大
都
市
へ
の
労
働
力

人
口
の
革
甲
、
周
辺
町
村
へ
の
ス
プ
ロ

ー
ル
に
と
も
な
っ
て
、
住
民
の
く
ら
し

の
基
盤
は
さ
ら
に
悪
い
影
響
を
う
け
つ

つ
あ
り
、
今
後
と
も
一
層
こ
の
傾
向
は

続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

住
民
を
と
り
ま
く
環
境
は
こ
の
よ
う

に
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
つ
つ
あ

る
。住

民
の
く
ら
し
を
ま
も
る
責
務
を
も

つ
地
方
自
治
体
と
し
て
の
町
は
、
こ
の

よ
う
な
環
境
悪
化
か
ら
住
民
を
ま
も

り
、
住
民
の
く
ら
し
の
環
境
を
向
上
さ

せ
る
町
づ
く
り
を
す
す
め
て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
粗
満
に
た
ち
、
ま
ち

づ
く
り
に
あ
た
っ
て
長
期
的
な
展
望

画
　
の
　
考
　
え
　
方

現
の
た
め
の
日
原
を
朋
ら
か
に
す
る
こ

と
が
構
想
の
目
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
対
症
療

槙
的
な
施
策
が
よ
り
総
合
的
に
な
り
系

統
だ
っ
た
計
画
的
な
町
づ
く
り
が
可
能

と
な
る
。

2
　
茎
本
構
想
、
基
本
計

画
、
実
施
計
画

基
本
構
想
は
あ
く
ま
で
構
憩
で
あ
っ

て
実
施
計
画
で
は
な
い
。

町
づ
く
り
の
長
期
的
展
望
を
示
す
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
に
い
た
る
当
面
の
措

課
輿
切
実
な
問
題
は
基
本
計
画
で
述

べ
ら
れ
る
。

こ
の
基
本
計
画
に
も
と
づ
き
、
数
年

次
ご
と
に
実
施
計
画
が
立
案
さ
れ
修

正
、
補
完
さ
れ
る
。

3

　

基

本

構

想

の

性
　
　
格

「
将
来
像
」
は
く
ら
し
の
全
般
に
わ

た
る
も
の
で
、
水
巻
町
が
こ
う
あ
り
た

い
と
い
う
理
想
像
で
あ
り
努
力
目
標
と

す
べ
き
姿
の
骨
格
で
あ
り
、
真
髄
で
あ

る
。「

町
づ
く
り
の
目
標
」
は
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
の
施
策
の
大
枠
で
あ

に
た
っ
た
将
来
像
を
え
か
き
、
そ
の
実
1
－

り
、
実
現
の
方
向
づ
け
で
あ
る
。
内
容

は
、
住
民
の
く
ら
し
の
目
標
と
、
そ
れ

を
さ
さ
え
る
物
的
環
境
の
日
棟
と
で
構

成
さ
れ
る
。

「
推
進
体
制
」
は
、
こ
の
町
づ
く
り

の
目
標
に
向
か
っ
て
推
進
し
て
い
く
体

制
で
あ
る
。
要
求
に
ね
ぎ
し
た
住
民
相

互
の
連
帯
は
、
自
治
体
の
先
導
的
機
髄

と
結
び
つ
い
て
、
実
現
し
て
い
く
カ
の

主
た
る
側
面
を
形
成
す
る
。

し
か
し
な
が
ら
自
治
体
は
権
限
、

財
源
に
大
き
な
制
約
を
受
け
て
お

り
、
「
目
標
」
を
実
現
さ
せ
る
道

は
、
き
わ
め
て
き
び
し
い
。
し
た

が
っ
て
望
ま
し
い
町
に
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
権
限
、
財
源
を
ひ
ろ
げ
る

よ
う
運
動
を
展
開
し
な
が
ら
、
当
面

実
施
す
べ
き
も
の
を
明
ら
か
に
し

て
、
町
づ
く
り
を
お
し
進
め
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。

－
　
基
本
構
想
の

目

標

年

次

国
の
施
策
の
な
か
で
、
長
期
的
に
展

望
出
来
る
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
年

）
を
目
標
年
次
と
す
る
。

三
、
町
づ
　
く
り
の
目
標

1
　
生
活
と
生
産
の

療

境

の

確

立

生
活
と
生
産
と
は
、
人
間
生
活
の
基

本
的
な
骨
組
み
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
政
策
が
生
産
に
重
点
を

お
き
、
生
活
へ
の
配
慮
に
か
け
て
い
た

た
め
、
住
居
の
く
ら
し
の
面
に
多
く
の

ひ
ず
み
を
生
じ
て
き
た
。

均
衡
の
と
れ
た
豊
か
な
水
巻
町
を
き

ず
く
道
は
生
活
と
生
産
の
新
し
い
関
係

を
見
出
す
こ
と
で
あ
る
。

二
、
水
巻
町
の
将
来
像

2

　

生

活

環

境

づ

く

り

住
民
の
生
清
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

所
得
の
増
加
の
ほ
か
に
住
環
境
整
備
・

教
育
・
文
化
の
推
進
・
社
会
保
障
の
拡

充
が
必
要
で
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
こ

と
こ
そ
住
民
の
生
活
環
境
づ
く
り
と
な

る
。実

現
の
た
め
の
努
力
は
、
こ
れ
ら
生

活
全
般
に
わ
た
る
数
多
く
の
課
魔
に
つ

い
て
、
住
民
総
意
に
も
と
ず
く
最
低
限

充
足
目
棟
を
さ
だ
め
る
こ
と
か
ら
始
め

ら
れ
る
。

こ
の
最
低
限
目
標
か
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ

ム
（
住
民
生
活
基
準
）
で
あ
り
、
町
行

政
の
政
策
公
準
と
考
え
ら
れ
る
。

仙
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
　
（
住

民
生
活
基
準
）
の
確
立

○
住
　
環
　
境

住
宅
に
つ
い
て
は
、
日
炭
閉
山
に

と
も
な
う
残
顧
署
の
住
宅
間
腰
の
解

決
、
老
朽
家
屋
の
建
て
か
え
や
、
流

入
世
帯
な
ど
の
た
め
の
新
規
需
要
に

と
も
な
う
住
宅
不
足
の
解
消
を
は
か

る
こ
と
。

ま
た
、
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生

活
を
い
た
な
む
た
め
住
宅
の
安
全
性

・
快
適
性
・
利
便
性
の
ほ
か
一
人
一

室
を
め
ざ
す
こ
と
。

低
所
得
者
の
住
宅
需
要
を
優
先
的

に
と
り
あ
げ
、
所
得
に
応
じ
た
家
賃

制
度
の
確
立
な
ど
を
推
進
す
る
。

屠
住
環
境
を
た
か
め
る
た
め
、
各

種
生
活
施
設
を
系
統
的
に
整
備
し
、

新
規
の
開
発
に
は
適
切
な
規
制
を
お

こ
な
う
。

公
園
・
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
幼
児
の
遊
び
場
を
中
心
に
、
児

童
公
園
・
近
隣
公
園
な
ど
を
計
画

し
、
自
然
環
境
を
ふ
く
め
た
緑
地
の

系
統
的
整
備
を
お
こ
な
う
。

交
通
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
性

の
確
保
に
つ
と
め
歩
車
道
の
分
離
、

歩
行
者
専
用
道
路
の
建
投
を
す
す
め

る
。住

民
に
便
利
で
、
快
適
な
大
量
輸

送
機
関
の
拡
充
を
は
か
る
。

供
給
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
水

資
源
の
確
保
と
上
水
道
施
設
整
備
、

な
ら
び
に
下
水
道
整
備
と
水
洗
化
が

な
さ
れ
る
こ
と
。
そ
の
さ
い
、
住
民

負
担
の
軽
減
を
は
か
る
。

家
庭
の
塵
芥
処
理
と
と
も
に
、
清

潔
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
清
掃
計
画

を
す
す
め
る
こ
と
。

水
巻
町
が
今
後
ど
の
よ
う
な
町
を
め

ざ
す
べ
き
か
は
、
北
九
州
都
市
圏
の
な

か
で
の
社
会
経
済
的
諸
条
件
の
す
う
勢

を
ふ
ま
え
、
さ
ら
に
自
然
的
、
歴
史
的

前
提
を
考
慮
し
た
う
え
で
決
定
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
に
重
要
な
こ
と
は
、
住
民
の

健
康
と
く
ら
し
を
ま
も
り
、
人
間
性
の

発
展
を
は
か
る
と
い
う
産
括
優
先
■

．
人
間
尊
声
の
基
本
原
則
を
遵
守
す

る
こ
と
で
あ
る
。
水
巻
町
の
発
展
の
方

向
と
目
標
は
、
こ
の
基
本
原
則
の
う
え

に
確
立
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
将
来
像
が
設

定
さ
れ
る
。

こ
こ
に
、
水
巻
町
の
未
来
に
ひ
ら
か

れ
た
明
る
い
将
来
像
を
さ
さ
え
る
四
つ

の
柱
壷
定
し
た
。
四
つ
の
柱
は
、
住

民
の
く
ら
し
を
た
か
め
、
安
全
で
便
利

な
町
づ
く
り
を
す
す
め
る
う
え
で
基
本

的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
た

が
い
に
別
々
の
も
の
で
な
く
有
機
的
に

つ
な
が
り
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
水
巻
町

の
あ
る
べ
き
姿
を
か
た
ち
づ
く
る
。
そ

し
て
、
住
民
み
ず
か
ら
が
日
常
生
活
の

な
か
で
確
か
め
、
よ
り
豊
か
な
内
容
に

し
、
目
標
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
実
現
し

て
こ
そ
、
こ
こ
に
示
さ
れ
る
将
来
像
が

水
巻
町
の
明
日
の
姿
と
な
る
。

1
　
勤
労
者
の

住

み

よ

い

町

快
適
な
住
生
活
を
い
と
な
む
に
充
分

な
広
さ
の
住
宅
、
完
備
し
た
上
・
下
水

漣
、
安
全
で
清
潔
な
街
路
、
線
や
水
に

め
ぐ
ま
れ
、
住
民
の
い
き
い
き
し
た
交

流
が
お
こ
な
わ
れ
、
公
害
、
災
害
か
ら

生
活
か
ま
も
ら
れ
る
こ
と
。
ま
た
生
楢

の
社
会
化
に
対
応
で
き
る
教
育
、
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生
活
諸
施
投
が
充

実
し
て
い
る
こ
と
。

2
　
働
き
や
す
い
町

は
た
ら
く
こ
と
を
願
う
す
べ
て
の
住

民
が
、
は
た
ら
く
権
利
を
保
障
さ
れ
、

明
る
い
職
場
を
も
つ
こ
と
。
農
業
・
工

業
・
画
業
に
従
事
す
る
す
べ
て
が
、
健

康
で
文
化
的
な
住
民
生
活
を
お
く
る
に

充
分
な
報
酬
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
。

3

　

社

会

保

障

の

ゆ
き
と
ど
い
た
町

幼
児
・
児
童
・
老
人
を
は
じ
め
、
め

ぐ
ま
れ
な
い
階
層
の
人
た
ち
に
、
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
、
保
護
が
ゆ
き
と
ど
き
、

町
全
体
に
明
る
い
空
気
が
み
な
ぎ
っ
て

い
る
こ
と
。
事
故
・
病
気
に
わ
ず
ら
わ

さ
れ
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
く
ら
せ

る
社
会
保
障
制
度
が
、
生
活
の
す
べ
て

の
面
に
ゆ
き
わ
た
り
、
活
カ
ー
轟
り
に

み
ち
た
町
で
あ
る
こ
と
。

ー

　

住

民

が
考
え
つ
く
る
町

町
が
住
民
の
く
ら
し
の
′
つ
つ
わ
．

で
あ
り
、
町
の
姿
は
そ
の
ま
ま
住
民
の

く
ら
し
の
姿
で
あ
る
こ
と
か
正
し
く
諸

諭
さ
れ
、
住
民
が
町
の
主
人
公
と
な

り
、
職
業
や
年
令
の
ち
が
い
を
こ
え

て
、
た
か
い
に
理
解
し
あ
い
高
い
政
治

轟
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
創
意

毒
挿
し
な
が
ら
町
づ
く
り
に
参
加
す

る
こ
と
。

1
上
位
計
画
と
水
巻
町

基
　
本
．
計
　
画

二
水
巻
町
を
め
ぐ
る
概
況

（、ノ∴

水
巻
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
水
巻
町

独
自
の
努
力
だ
け
で
、
で
き
上
る
も
の

で
は
な
い
。
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
や
将

来
の
姿
は
、
会
同
的
な
展
望
の
な
か

に
、
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
昭

和
六
十
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
姿
を
、

「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」
　
（
昭
和
四

十
四
年
五
月
）
に
そ
っ
て
概
観
し
て
み

る
と

1

　

国

民

経

済

昭
和
三
十
年
代
か
ら
こ
れ
ま
で
の

「
高
度
経
済
成
長
」
を
跳
頗
台
に
し

て
、
昭
和
六
十
年
に
お
け
る
わ
が

国
の
経
済
規
模
は
、
著
し
く
拡
大
す

る
こ
皇
予
想
し
て
い
る
。
昭
和
六

十
年
の
国
民
総
生
産
は
、
昭
和
四
十

「
ゝ
〇
兆
円
の
四
な
い
し
五
倍
、
一

三
〇
な
い
し
一
五
〇
兆
円
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
生
産
所
得
も
同
様
の
伸

び
を
示
し
、
ｌ
○
○
な
い
し
一
二
〇

兆
円
に
達
す
る
。
そ
の
産
業
構
成

は
、
石
油
・
鉄
鋼
な
ど
の
基
幹
工
業

に
お
け
る
伸
び
を
背
景
と
し
、
二
次

産
業
が
大
巾
に
た
か
ま
り
、
一
次
産

業
の
比
率
は
、
極
度
に
低
下
す
る
。

ま
た
、
就
業
構
造
に
お
い
て
も
、
一

次
産
業
人
口
は
、
昭
和
四
十
年
二

二
（
8
万
人
か
ら
、
昭
和
六
十
年
五

〇
〇
万
人
へ
と
絶
対
的
に
も
、
相
対

的
に
も
、
低
下
萱
郡
す
。
二
次
、
三

次
産
業
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
人
口

・
比
率
を
た
か
め
る
。

国

土

利

用

国
土
は
、
経
済
社
会
の
国
際
化
、

高
密
度
化
に
即
応
し
た
交
通
・
通
借

網
の
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
優
先
的

に
整
備
さ
れ
、
管
理
中
枢
機
髄
を
集

積
さ
せ
た
七
大
拠
点
都
市
を
む
す
ぶ

国
土
利
用
の
再
編
成
が
す
す
め
ら
れ

て
、
。
－

一
方
、
人
口
の
都
市
集
中
は
、
今

後
さ
ら
に
進
行
し
、
昭
和
六
十
年
の

総
人
口
一
億
二
、
〇
〇
〇
万
人
の
七

〇
％
か
、
市
街
地
に
住
む
こ
と
に
な

る
。
こ
と
に
、
大
都
市
で
は
こ
う
し

た
激
し
い
都
市
化
に
対
応
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
市
街
地
再
開

発
、
近
郊
の
開
発
が
す
す
め
ら
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
過
密
・

過
疎
の
現
象
は
、
一
層
は
げ
し
く
展

開
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
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3

　

国

民

生

活

労
働
力
の
流
動
化
に
と
も
な
い
、
世

帯
の
細
分
化
、
世
帯
規
模
の
締
少
が
す

す
む
。
従
っ
て
、
住
宅
需
要
の
増
加

が
、
大
都
市
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
激
化

す
る
こ
と
か
予
憩
さ
れ
る
。

一
方
、
生
産
力
の
向
上
に
つ
れ
て
、

労
働
時
間
の
短
締
、
自
由
時
間
の
増
大

が
す
す
み
、
所
得
お
よ
び
消
費
支
出

も
、
昭
和
」
ハ
十
年
に
は
昭
和
四
十
年
の

四
倍
に
な
る
。
し
か
し
、
消
費
の
多
様

化
と
家
計
支
出
の
う
ち
に
占
め
る
教
育

費
・
住
居
費
な
ど
の
社
会
的
消
費
の
比

率
が
増
加
す
る
た
め
、
必
ず
し
も
、
生

活
の
う
る
お
い
、
豊
か
さ
は
望
め
な

い
。
む
し
ろ
、
公
害
、
交
通
事
故
、
物

価
高
な
ど
が
放
直
さ
れ
れ
ば
、
生
活
の

危
機
は
一
層
深
ま
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
平
均
寿
命
の
伸
び
に
よ
り
、

ユ
叫
．
Ｊ
才
以
上
の
栗
が
、
人
口
の
一

割
を
占
め
る
。
こ
の
た
め
、
老
人
問
題

に
は
特
別
の
配
慮
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。以

上
が
「
新
全
国
総
合
開
発
計
画
」

の
概
略
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
国
で
つ
く
ら
れ
る
上

位
計
画
で
は
、
一
定
の
国
民
負
担
を
前

提
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
上
位
計
画
が

そ
の
ま
ま
、
市
・
町
に
結
び
つ
く
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
市
・
町
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
が
あ
り
、
画
一
的
に
は
あ

つ
か
え
な
い
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
国
の
計
画
と
地
域
の
計
画
に
、

対
立
が
生
じ
る
可
髄
性
は
充
分
に
あ

る
。水

巻
町
基
本
計
画
は
、
全
国
的
な
展

望
で
の
位
置
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時

に
、
あ
く
ま
で
、
住
民
本
位
、
人
間
尊

重
の
原
則
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
広
域
圏
レ
水
巻
町

水
巻
町
は
、
北
九
州
工
業
地
帯
や
北

九
州
市
の
中
心
部
と
発
達
し
た
交
通
機

関
に
よ
り
、
三
十
分
内
外
で
む
す
ば
れ

る
距
離
至
近
の
位
置
に
あ
る
。
こ
の
た

め
、
北
九
州
市
へ
の
通
勤
者
は
年
々
増

加
し
、
昭
和
四
十
年
で
、
町
内
会
就
業

者
の
う
ち
二
人
に
一
人
は
北
九
州
市
へ

の
通
勤
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

傾
向
は
、
将
来
と
も
増
大
す
る
と
考
え

ら
れ
、
北
九
州
市
へ
の
依
存
度
は
、
生

産
面
・
生
活
面
と
も
に
、
た
か
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
北
九
州
市
で
は
、
智
粗
開
発

計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
お
り
、
同
時

に
、
こ
れ
に
と
も
な
う
工
業
用
水
確
保

の
た
め
、
遠
賀
川
河
口
堰
計
画
の
検
討

二
、
水
巻
町
の
当
面
す
る

問
題
と
そ
の
施
策

ｌ

一
生
活
　
に
　
つ
　
い
　
て

′

一

．

1

ヽ

ｌ
　
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム

（
住
民
生
活
基
準
）
の
確
率

1

　

住

　

　

宅

今
日
の
水
巻
町
に
と
っ
て
、
住
宅
問

題
は
最
も
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
長
期
的
、
総
合
的
な
住
宅
供
給
計

画
に
も
と
づ
く
、
事
業
の
早
息
な
遂
行

が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

住
宅
供
給
計
画
の
策
定
に
際
し
て

は
、
住
宅
統
計
の
整
備
に
よ
り
、
問
題

の
適
確
な
把
鍵
を
行
い
、
実
情
に
即
し

た
計
画
を
す
す
め
る
と
共
に
、
単
に
住

宅
の
み
な
ら
ず
住
環
境
を
含
め
た
包
括

的
な
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

現
在
、
国
、
県
の
住
宅
政
策
は
必
ず

し
も
充
分
と
は
い
え
ず
、
住
宅
及
び
住

環
境
の
問
鬼
解
決
を
困
難
に
し
て
い
る

が
、
国
、
県
へ
の
政
策
拡
充
を
稜
極
的

に
要
求
す
る
一
方
、
開
発
公
社
等
の
設

立
等
を
考
慮
し
て
、
民
間
資
金
の
誘
導

を
は
か
り
つ
つ
、
解
決
へ
と
努
力
す

る
。当

面
、
施
策
の
盲
点
を
住
宅
の
絶
対

数
の
確
保
に
置
き
、
こ
れ
に
並
行
し

て
、
質
的
水
準
の
向
上
に
つ
と
め
る
。

Ａ
　
住
宅
不
足
の
解
消

旧
日
炭
社
宅
残
留
世
帯
約
一
、
三
〇

〇
（
昭
和
四
十
七
年
二
月
推
察
の
今

後
の
社
宅
居
住
に
つ
い
て
は
ま
だ
結
論

が
出
て
い
な
い
。
し
か
も
、
社
宅
は
す

べ
て
建
殴
後
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
て

お
り
、
老
朽
化
の
た
め
建
て
替
え
を
必

要
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
炭
住
以
外
に
つ
い
て
も
、
水

準
以
下
の
狭
小
過
密
居
住
や
老
朽
居
住

皆
冊
が
多
く
、
同
居
、
間
借
り
、
非
住

居
居
住
世
帯
も
若
干
み
ら
れ
る
。

一
方
、
北
九
州
市
か
ら
の
流
入
や
、

世
帯
分
離
等
に
よ
る
住
宅
及
び
宅
地
の

需
要
は
今
後
一
層
増
大
す
る
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
次

の
よ
う
な
施
策
を
行
う
。

イ
　
日
炭
残
留
者
世
帯
同
住
宅
に
つ
い

て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
社
宅
の
払
い

下
げ
、
あ
る
い
は
、
残
留
社
会
整
理

統
合
の
円
満
な
解
決
を
は
か
る
よ
う

努
力
し
、
量
の
確
保
に
つ
と
め
る
。

ロ
　
日
炭
残
留
者
を
主
体
と
す
る
住
宅

困
窮
世
帯
に
た
い
し
て
、
公
営
な
ら

び
に
改
艮
住
宅
等
低
家
斉
住
宅
に
よ

る
、
多
量
の
緊
急
住
宅
筆

推
進
す
る
。

ハ
　
流
入
世
帯
等
に
た
い
し
て
、
公
営

住
宅
の
ほ
か
、
公
社
、
公
団
住
宅

等
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
の
棟
極

的
建
投
を
推
進
す
る
。

ニ
計
画
的
、
総
合
的
な
住
宅
供
給
を

推
進
す
る
た
め
、
町
に
よ
る
開
発
公

も
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
計

画
に
よ
る
影
響
を
無
視
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
広
域
的
視
野
に
た
っ

て
、
本
町
発
展
の
方
向
を
見
出
す
必
要

が
あ
る
。

遠
賀
川
は
、
歴
史
的
に
は
遠
賀
郡
の

動
脈
で
あ
り
、
住
民
の
生
活
、
生
産
と

き
わ
め
て
密
按
な
関
係
に
あ
っ
た
。
こ

の
河
口
堰
も
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
考

慮
し
た
利
用
を
検
討
し
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
。

ま
た
、
水
巻
町
は
、
遠
賀
川
を
中
心

と
す
る
遠
賀
郡
の
四
町
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
現
在
で
は
、
保
健
衛
生
面
で
の
一

部
事
務
組
合
に
よ
る
行
政
分
担
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
、
こ
れ
を
も
と
に
、
四

町
合
併
に
よ
る
遠
賀
市
構
想
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

1
　
生
　
　
産

北
九
州
市
都
市
圏
の
拡
大
と
そ
の
高

度
化
に
と
も
な
い
、
水
巻
町
の
産
業
構

造
は
大
き
な
変
化
を
う
け
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
、
国
の
工
業
優
先
の

政
東
、
生
産
基
盤
の
喪
失
、
労
働
力
確

保
の
困
難
な
ど
に
よ
り
、
農
地
の
宅
地

転
用
が
進
行
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
水
巻
町
の
農
業
は
、
将
来
に
展
望

を
ひ
ら
い
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

工
業
に
つ
い
て
、
北
九
州
工
業
地
帯

の
動
向
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
水
巻
町
を
の
ぞ
く
遠

賀
郡
各
町
の
工
業
生
産
は
減
少
な
い
し

は
、
停
滞
の
傾
向
を
示
し
て
き
た
が
、

水
巻
町
だ
け
は
、
漸
増
し
て
き
た
。
こ

れ
は
、
北
九
州
市
に
立
地
す
る
工
業
の

作
用
と
考
え
ら
れ
、
将
来
、
響
灘
開
発

社
の
設
立
を
検
討
す
る
。

ホ
　
各
種
住
宅
資
金
の
低
利
貸
付
の
あ

っ
せ
ん
、
指
導
等
を
促
進
し
、
持
家

及
び
給
与
住
宅
へ
の
民
間
資
金
の
導

入
を
は
か
る
。

Ｂ
　
住
宅
水
準
の
向
上

本
町
は
他
町
村
に
く
ら
ぺ
て
、
住
民

一
人
当
り
の
畳
数
か
少
く
、
狭
小
過
密

轟
え
る
人
か
多
い
。
ま
た
、
浴
室
の

な
い
住
宅
や
水
洗
化
さ
れ
て
い
な
い
住

宅
が
多
く
、
採
光
、
換
気
も
不
充
分

で
、
湿
潤
な
宅
地
に
建
つ
住
宅
も
み
ら

れ
る
。健

康
で
文
化
的
な
生
活
を
い
と
な
む

た
め
、
こ
の
よ
う
な
問
題
の
克
服
に
努

力
し
、
次
の
施
策
轟
進
す
る
。

イ
　
住
宅
の
安
全
性
、
保
健
性
、
利
便

性
等
を
老
慮
し
た
住
宅
基
準
を
設

け
、
基
準
の
引
き
上
げ
に
つ
と
め
る

ロ
　
住
宅
改
善
に
つ
い
て
は
指
導
と
、

住
宅
改
良
資
金
融
資
等
を
円
滑
に
お

こ
な
い
、
鉱
害
に
よ
る
被
害
家
屋
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
復
旧
改
善
を
は

か
る
。

ハ
　
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
の
建
設
に

際
し
て
は
、
居
室
の
規
模
拡
大
の
た

め
、
公
的
住
宅
の
建
投
基
準
引
き
上

．
げ
を
関
係
方
面
に
強
く
は
た
ら
き
か

け
る
と
と
も
に
、
町
の
世
帯
数
構
成

を
考
慮
し
た
規
模
別
住
宅
構
成
の
適

正
化
を
は
か
り
、
二
人
一
室
」
の
自

席
へ
と
漸
進
さ
せ
る
。
そ
の
さ
い
、

公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
の
家
賃
体
系

を
検
討
す
る
。

昭和60年迄の住宅需要推計

旧　日炭 社 宅 残 留 世 帯 向 住 宅 1，300戸

建 て 替 え に よ　る需 要 2，400戸

世 帯 数 増 加 に よ　る爾 要 4，300戸

合　　　　　　　　　　 計 8，000戸

冊
離ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
下
碑

の
立
地
は
大
き
く
伸
び
て
ゆ

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

商
業
に
つ
い
て
は
、
小
売
・
卸
売
と

も
に
、
北
九
州
販
売
辞
に
入
っ
て
お

り
、
日
用
必
需
品
以
外
の
販
売
は
、
黒

崎
・
小
倉
と
い
う
北
九
州
市
の
二
大
商

業
セ
ン
タ
ー
に
依
存
さ
せ
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
水
巻
町
の
将
来
の
発
展

を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
地
区
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
一
定
の
商
業
集
碑
の
可
能
性

は
充
分
に
存
在
す
る
。
ま
た
、
住
民
生

橋
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
上
か

ら
も
、
ぜ
ひ
と
も
商
義
髄
充
実
を
は

か
る
必
要
が
あ
る
。

2
　
生
　
　
活

水
巻
町
は
、
生
産
の
面
で
も
、
ま
た

生
活
の
面
で
も
そ
の
多
く
を
北
九
州
市

へ
依
存
し
て
い
る
。

水
巻
町
の
全
就
業
者
の
う
ち
半
数
以

上
は
北
九
州
市
に
職
場
を
も
ち
、
一
日

の
う
ち
多
く
の
時
間
を
北
九
州
市
で
す

ご
し
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
つ
い
て
も

同
様
、
北
九
州
市
に
負
う
と
こ
ろ
が

多
い
。

▼
こ
う
し
た
生
活
面
で
の
依
存
が
た
か

昭和60年迄の住宅連投露十画

総　　 数 持　　 家 借　　 家 給与住宅 その他

公的資金による住宅 3，260戸 700戸 2，260声 300戸 0戸

民間資金による住宅 4，拘0戸 2，940戸 800戸 1，000戸 0声

合　　　 計 8，000戸 3，640戸 3，060芦 1，300戸 0戸

ま
る
こ
と
に
よ
り
、
水
巻
町
は
今
後
一

層
、
北
九
州
都
市
圏
で
の
住
居
地
域
と

し
て
の
性
格
が
つ
よ
ま
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
水
巻
町
で

は
、
こ
う
し
た
傾
向
と
は
う
ら
は
ら
に

生
活
基
盤
の
た
ち
お
く
れ
が
著
し
く
、

必
ら
ず
Ｌ
も
、
健
康
で
文
化
的
な
生
痛

養
い
と
な
む
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
が
整

っ
イ
　
オ
と
は
い
え
な
い
。
道
路
整
備

「㌣－一
医
療
・
保
健
な
ど
の

公
共
施
設
の
整
備
は
、
住
民
生
酒
を
快

適
に
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
る
。水

巻
町
の
北
九
州
都
市
圏
で
の
広
域

的
位
堅
萌
ら
か
に
し
、
そ
の
な
か
で

北
九
州
市
と
水
巻
町
の
関
係
を
見
る
な

ら
ば
、
住
民
の
豊
か
な
生
活
づ
く
り
こ

そ
か
最
優
先
の
施
東
と
な
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
、
生
活
基
盤
の
充
実
は
、

広
域
圏
で
の
水
巻
町
の
役
割
を
は
た
す

た
め
の
最
必
要
革
で
あ
る
。

2
公
園
・
緑
地
・
リ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

1
　
公
園
の
整
備
拡
充

本
町
は
そ
の
周
囲
を
自
然
緑
地
や
河

川
に
か
こ
ま
れ
、
す
べ
て
の
住
民
が
比

較
的
容
易
に
こ
れ
と
採
触
す
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
施
設
準
備
が
不
充
分
な
た

め
、
有
効
な
利
用
が
な
さ
れ
て
い
な

ヽ
Ｊ
°

′
Ｖ

現
在
、
町
内
に
は
民
有
地
書
め
た

小
規
模
な
遊
び
場
が
十
数
ヶ
所
あ
る
の

み
で
、
住
民
一
人
当
り
公
園
両
横
は
約

〇
・
五
が
と
な
り
、
・
都
市
公
園
法
の
標

準
面
棟
の
一
割
に
満
た
な
い
。
こ
と

に
、
幼
児
の
遊
び
場
や
手
近
な
位
置
の

広
場
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
幼
児
の

安
全
な
遊
び
や
、
主
婦
や
老
人
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社
会
）
に
お
け
る
交

流
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
「

未
利
用
地
、
社
寺
、
空
地
等
の
開
査
と

そ
の
整
備
活
用
に
つ
い
て
枚
討
す
る
と

共
に
、
次
の
施
投
の
系
統
的
な
整
備
を

推
進
す
る
。

イ
　
原
則
と
し
て
各
隣
保
区
毎
に
広
さ

約
三
〇
〇
が
穣
度
の
遊
び
場
を
設

け
、
遊
具
、
砂
場
ベ
ン
チ
等
の
設
備

を
充
実
し
、
幼
児
の
利
用
と
共
に
、

近
隣
の
社
交
の
場
と
し
て
整
備
す

る
。

ロ
　
安
全
な
児
童
の
遊
び
場
と
し
て
、

ま
た
、
主
婦
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
、

近
隣
の
集
会
、
催
し
の
場
と
し
て
、

各
近
隣
分
区
毎
に
公
民
館
等
に
近
接

し
て
、
広
さ
約
「
○
（
‥
汽
が
程
度

の
児
童
公
園
を
投
げ
、
バ
レ
ー
コ
ー

ト
、
ベ
ン
チ
等
の
ほ
か
、
魅
力
あ
る

遊
び
場
の
盤
傭
を
お
こ
な
う
。

ハ
　
近
隣
公
園
と
し
て
は
、
当
面
、
休

日
及
び
放
課
後
各
小
学
校
の
校
庭
を

開
放
し
、
一
般
の
利
用
を
は
か
り
、

将
来
住
区
毎
に
近
隣
公
園
を
開
殴
す

る
よ
う
努
力
す
る
。

ニ
町
の
中
央
丘
陵
地
山
頂
部
分
の
緑

地
の
一
部
を
保
会
し
広
場
や
展
望
台

を
設
け
登
は
ん
ル
ー
ト
を
整
備
す

る
。

ホ
　
遠
賀
川
の
水
質
保
全
と
共
に
、
河

川
敷
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
水
巻
町
住
民

は
も
と
よ
り
、
ひ
ろ
く
北
九
州
市
及

び
遠
賀
郡
一
円
の
住
民
が
、
遠
賀
川

の
自
然
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
よ

う
に
、
河
川
敷
の
保
全
と
適
正
な
開

発
を
推
進
す
る
。

2

　

緑

地

の

保

全

本
町
の
総
面
積
に
た
い
す
る
山
林
面

棟
の
割
合
は
他
の
市
町
村
に
較
ぺ
て
著

る
し
く
低
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
民
有

地
で
あ
る
た
め
、
緑
地
の
保
全
が
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
す
で
に
こ
れ
ら
山
林

の
宅
地
化
あ
る
い
は
鉱
工
業
用
地
化
の

計
画
が
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
早
急

に
つ
ぎ
の
施
策
を
す
す
め
て
緑
地
の
保

全
を
は
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

イ
　
緑
地
の
総
点
検
を
お
こ
な
い
、
計

画
的
開
発
と
保
全
の
た
め
の
体
制
を

確
立
す
る
。
こ
と
に
、
明
神
ケ
辻

山
、
多
賀
山
、
農
前
坊
山
及
び
東
部

丘
陵
の
自
然
緑
地
の
保
全
や
高
見
神

社
、
伊
豆
神
社
、
八
勧
官
、
貴
船
神

社
等
の
社
寺
所
有
緑
地
の
保
全
に
つ

い
て
は
関
係
者
及
び
住
民
の
意
志
を

尊
重
し
、
右
の
推
進
に
つ
と
め
る
。

ロ
　
全
住
民
に
よ
る
緑
化
運
動
を
推
進

し
、
町
内
の
緑
地
育
成
と
保
全
を
は

か
る
。

3
　
住
民
ス
ポ
ー
ツ

施
設
の
拡
充

ス
ポ
ー
ツ
を
お
こ
な
う
機
会
の
少
な

い
住
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
単
に
健
康

の
増
進
ば
か
り
で
な
く
、
住
民
相
互
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
社
会
体
育
を
振
興
す
る
に

は
、
現
在
施
設
の
不
備
か
着
る
し
く
、

一
般
住
民
用
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
は

高
松
球
場
（
白
虎
所
有
）
が
あ
る
の
み

で
、
他
は
小
中
学
校
施
投
に
依
存
し
て

い
る
。こ

の
た
め
、
次
の
よ
う
に
施
設
の
系

統
整
備
を
す
す
め
て
ス
ポ
ー
ツ
の
接
興

を
は
か
る
。

イ
　
南
部
地
区
お
よ
び
北
部
地
区
に
そ

れ
ぞ
れ
地
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を

殴
け
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
、
バ
レ
ー

コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備
を

促
進
す
る
。

－
　
広
場
の
確
立

今
日
、
多
く
の
住
民
か
社
会
的
な
つ

な
が
り
責
め
て
お
り
、
世
代
を
通
じ

て
住
民
の
す
べ
て
が
集
い
、
語
り
合

い
、
健
全
な
コ
、
、
、
ユ
ニ
テ
ィ
（
地
域
社

会
）
を
背
成
し
、
地
方
自
治
を
確
立
さ

す
る
対
話
の
場
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
を
そ
の
概
能
に
応
じ

て
次
の
よ
う
に
整
備
し
、
広
場
の
確
立

を
は
か
る
。

イ
　
近
隣
広
場
と
し
て
、
各
近
隣
分
区

毎
に
公
民
館
に
附
没
し
た
広
場
姦

直
し
、
線
蔭
や
ベ
ン
チ
の
整
備
を
は

か
る
。

ロ
　
住
民
の
す
べ
て
が
集
う
町
民
広
場

を
投
直
し
、
中
央
公
民
館
や
役
場
を

む
ず
ぶ
。
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死を招くシンナー・ボンド遊び

入日＝＝－

シ
ン
ナ
ー

ポ
　
ン
　
ド

遊
び
と
は

＝…一町内＿に

塗
料
の
溶
材
で
あ
る
シ
ン
ナ
ー
や
接

着
材
で
あ
る
ボ
ン
ド
・
セ
メ
ダ
イ
ン
を

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、
に
お
い
を
吸

う
遊
び
で
す
。

こ
れ
を
く
り
返
す
と
脳
や
内
臓
が
お

か
さ
れ
．
催
眠
．
．
め
い
て
い
．
．
興

声
．
幻
覚
状
態
■
に
な
り
、
こ
れ
が

漫
性
化
す
る
と
、
精
神
障
害
を
起
し
、

量
や
方
法
に
よ
っ
て
は
、
呼
吸
麻
ひ
や

運
動
障
害
を
起
し
て
死
を
招
く
革
も
あ

り
ま
す
。流

行
の
き
ざ
し

シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
遊
び
は
、
恐
ろ

し
い
遊
び
と
し
て
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
見
や
指
導
に

警
察
や
各
地
区
の
補
導
員
の
方
が
努
力

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
、
梅
ノ
木
区
の
日
炭
社
宅
空
足

か
ら
シ
ン
ナ
ー
遊
び
を
し
て
い
る
少
年

が
発
見
さ
れ
補
導
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
地
区
で
も
、
シ
ン
ナ
ー
遊

び
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

家
庭
や
地
区
の
方
へ

町
民
の
皆
様
の
愛
の
目
、
愛
の
手
で

青
少
年
を
悪
の
遊
び
か
ら
守
っ
て
下
さ

人
300
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春
の
防
犯

あ
な
た
の
家
は

ね
ら
わ
れ
て
い
ま
す
／

春
は
、
空
巣
ね
ら

い
が
多
く
な
る
季
節

で
す
。
あ
な
た
の
家

は
大
丈
夫
で
す
か
。

最
近
特
に
、
ア
パ

ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
空
巣
が
増
え

て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
音
が
外
に
も
れ

ず
、
密
室
と
同
じ

で
、
外
部
と
の
連
絡

が
出
来
に
く
い
か
ら

で
す
。団

地
な
ど
に
お
住

い
の
方
は
、
次
の
こ

と
に
心
が
け
ま
し
ょ

る
と
き
は
、
必
ず
身
分
証
明
書
な
ど

で
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

み
ず
ほ
団
地

店
舗
用
地
売
出
し

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
水
巻
宅
管
理
係
ま
で
申
し
込
み

町
伊
佐
座
に
あ
る
、
み
ず
ほ
団
地
内
の
下
さ
い
。

店
舗
用
地
、
購
入
者
を
次
の
と
お
り
募
　
住
宅
数
と
し
ま
し
て
は

集
し
て
お
り
ま
す
。
希
望
者
は
役
場
住
現
在
公
社
の
分
譲
住
宅
二

り
空
屋
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
場
所
や
お
宮
・
公
園
・
便
所
等
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
事
が
多
く
、
も
し

発
見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
や
め
さ
せ
る

か
、
督
察
や
各
地
区
の
補
導
員
に
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。

う
。

◎
戸
締
り
を
完
全
に
し
崩
心
ぐ
さ

り
■
　
虜
犯
ベ
ル
■
な
ど
を
取
り
つ

け
ま
し
ょ
う
。

◎
ベ
ラ
ン
ダ
側
の
ガ
ラ
ス
や
窓
に
も
補

助
錠
を
取
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
家
に
入
っ
た
ら
内
カ
ギ
を
必
ら
ず
か

け
ま
し
ょ
う
。

◎
人
が
た
ず
ね
て
来
た
ら
ま
ず
の
ぞ
き

窓
か
ら
た
し
か
め
知
ら
な
い
人
に
は

用
心
ぐ
さ
り
越
し
に
用
事
を
す
ま
せ

ま
し
ょ
う
。

◎
電
気
や
ガ
ス
の
検
針
員
な
ど
、
知
ら

な
い
人
で
家
内
に
入
れ
る
必
要
が
あ

こ
れ
が
…
親
桶
の
マ
ー
ク
で
す

福
岡
県
内
に
は
、
「
派
出
所
」
「
駐

在
所
」
が
六
百
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
中
に
は
、
表
通
り
か
ら
入
り
こ
ん
だ

場
所
に
あ
っ
た
り
、
建
物
の
影
に
な
っ

て
い
て
．
わ
か
り
に
く
い
．
な
ど
と
、

皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
、
一
般
か
ら
の
公
募
に

よ
り
、
次
の
よ
う
な
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

が
出
来
ま
し
た
。

お
気
が
る
に
ど
利
用
下
さ
い
。

町
住
二
二
〇
戸
、
入
江
興

産
住
宅
5
三
戸
、
伊
佐
座
五
七
戸
か

あ
り
ま
す
。

ュ
　
所
在
地

遠
賀
郡
水
巻
町
大
字
伊
佐
座

2
　
投
備

町
営
上
水
道
・
電
気
・
排
水
・
側
溝

等
の
施
設
は
完
備
し
て
い
ま
す
（
ガ

ス
は
プ
ロ
パ
ン
）

一
四
戸
あ
り
最
終
的
は
三

二
〇
戸
建
投
予
定
で
す
。

又
、
隣
接
地
と
し
て
下
二

色
は
、
オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。

用
事
の
あ
る
方
は
こ
の
マ
ー
ク

に
つ
い
て
い
る
「
卓
」
の
方

向
に
お
い
で
下
さ
い
。

日曜当番医のお知らせ

診察時間は9．00－17．00で、

原則として往診は致しません

4月2日　長谷川医院（甘艮　科）69ト1017

9日　伊藤医院（皮膚科〕691－0527

16日　入江医院（外　科）60ト3320

23日　渡辺医院（〃）69ト2616

30日　楠本医院（内児科）691ＭＯ385

5月7日　坂口医院（婦人科）691－2943

14□　白土医院（内児科）69ト0553

21日　楠本医院（内児科）691－2873

28日　永松医院（耳鼻科）691－0386

6月4日　森田医院（内児科）69ト0616

11日　村田医院（ク）69ト0745

18日　有留医院（ク）691－1394

25日　中村医腕（ク）69ト5820

7月2［］小田医院（ク）69ト0749
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楽
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト

特
殊
学
級
生
徒

巨
人
－
西
鉄
戦
を
見
学

三
月
十
一
日
、
水
巻
中
学
校
、
頃
末

小
学
校
の
特
殊
学
級
生
徒
が
、
小
倉
球

場
で
行
な
わ
れ
て
た
。
巨
人
－
西
鉄
戦

の
試
合
を
見
物
に
行
き
ま
し
た
。

球
場
に
着
い
た
生
徒
（
児
童
）
達
は

試
合
の
始
ま
る
前
を
利
用
し
て
、
西
鉄

応
援
団
長
川
辺
氏
の
ど
厚
意
に
よ
り
巨

人
、
西
鉄
両
監
督
に
対
し
襲
口
の
健
闘

を
祈
り
千
羽
鋤
を
送
り
ま
し
た
。

元
日
本
炭
鉱
で
ノ
ン
プ
ロ
時
代
活
躍

さ
れ
そ
の
後
、
巨
人
へ
入
団
し
た
黒
江

選
手
に
対
し
て
、
江
藤
豆
水
巻
町
社

会
福
祉
協
議
会
副
会
長
よ
り
花
束
が
送

ら
れ
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
し
た
。

試
合
が
始
ま
る
と
、
自
分
の
フ
ァ
ン

の
選
手
を
一
生
懸
命
応
援
し
て
い
ま
し

た
。生

徒
（
児
童
）
達
に
と
っ
て
こ
の
日

は
、
楽
し
い
患
い
出
と
し
て
残
る
で
し

ょう。写
真
㊨
巨
人
軍
川
上
監
督
え
千

羽
鶴
贈
呈

㊧
熱
心
に
見
守
る
生
徒
た

ち

3
　
受
付
期
間

昭
和
四
十
七
年
四
月
十
日
～
四
月
十

四
日

4
　
地
穣

一
、
一
二
四
、
五
九
が

5
　
譲
渡
予
定
価
格

五
、
六
五
三
、
0
0
0
円

6
　
条
件

川
　
自
分
で
営
業
出
来
る
個
人
又
は

法
人

回
　
店
舗
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
方
式
（
営

業
種
目
に
つ
い
て
は
公
社
と
協

議
）

の
　
宅
地
分
譲
契
約
締
結
後
六
ケ
月

以
内
に
店
舗
の
着
工
が
出
来
る
方

伺
　
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
に
よ

り
購
入
者
を
決
定
し
ま
す
。

7
　
お
問
い
合
わ
せ
は

福
岡
県
住
宅
供
給
公
社
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納
税
は
便
利
な

「
口
座
振
替
で

あ
な
た
は
、
仕
事
な
ど
で
忙
し
く
、

つ
い
税
金
を
納
め
る
の
を
わ
す
れ
た
、

と
言
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
よ
う
な
方
は
、
口
座
振
替
を
ど

利
用
下
さ
い
。

こ
の
制
度
は
、
町
が
指
定
し
て
い
る

金
融
機
関
（
福
岡
線
行
、
遠
賀
借
用
金

庫
、
遠
賀
郡
農
協
水
巻
支
所
）
の
あ
な

た
の
預
金
口
座
か
ら
直
接
税
金
を
納
付

す
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
、
税

金
を
納
め
る
た
め
の
時
間
が
節
約
で
き

る
現
金
の
持
運
び
が
な
く
安
全
で
す
。

ま
た
、
納
期
を
わ
す
れ
た
午
督
促

料
の
無
駄
が
な
く
、
一
人
の
口
座
で
家

族
全
員
の
税
金
を
振
替
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
手
練
及
び
辞
し
い
こ
と
は
、
役
場
住

居
　
協
係
ま
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
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違
法
駐
車
は
強
制
排
除

町
を
歩
い
て
い
る
と
、
道
路
の
両
側

に
車
を
駐
車
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま

す
。こ

れ
は
、
道
路
を
狭
く
し
、
交
通
渋

滞
や
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。そ

こ
で
、
こ
の
た
び
道
路
交
通
法
が

改
正
さ
れ
、
法
定
の
駐
車
禁
止
場
所
や

遭
路
棲
織
に
よ
る
駐
車
禁
止
場
所
に
駐

車
し
て
い
る
車
両
を
は
じ
め
、
駐
車
方

法
違
反
の
車
両
に
対
し
て
、
強
制
撤
去

を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。も

し
駐
車
中
に
車
を
強
制
撤
去
さ
れ

ま
す
と
、
今
ま
で
の
反
則
金
の
は
か
に

移
動
に
要
し
た
費
用
や
、
車
両
の
保
管

料
な
ど
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
路
上
で
違

法
な
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

下
さ
い
。つ

つ
し
ん
で

お
く
や
み
も
う
し

あ
げ
ま
す

つ
ぎ
の
方
か
ら
香
典
返
し
に

か
え
多
額
の
舎
岩
岳
会
福
祉

協
議
会
に
ど
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。こ

こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ど
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

故
藤
崎
正
勝
殿
（
頃
末
大
西
）

藤
崎
ツ
ル
殿
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